
48年ぶりの山口国体を迎えて　　　　　会長  清木健一

　とよい民泊協力会には、兵庫県成年女子バスケットチーム16名がこられました。2人1組
で8家庭に民泊をお願いしました。27人の調理班、60人のボランティアスタッフにも参加
をいただき、スムーズに運営ができたと思います。公民館での歓迎会・送別会も皆様方の
ご協力により、盛大に執り行うことができました。また、花いっぱい運動も行い、サルビ
アなどを民泊家庭や拠点施設、道路に飾りました。

　選手には、下松市の代表的な企業でもあります日立製作所にて新幹線が出来上がる課程
を見学していただきました。

　民泊の長きに渡る準備など大変でしたが、多数の皆様方の参加をいただき、楽しい思い
出になったのではないかと思います。

国体の思い出　　　　　美化班長   有馬甚二郎

　育成場所は、昨年の経験をもとに、公民館横の公園とし、散水は、美化班を中心に会長と
各班とボランティアの42名を21班に分け、57日間の花管理を計画した。

　７月26日、苗が市の実行委員会から届き、プランターへ移植し、遮光ネットを取付け。
８月５日から朝夕２回の散水を開始するが、昼間の照射時間が少ないことが分かり、20日
から朝１回に変更、置き場所も９月から変更した。開花までの肥料、薬剤散布、枯れた苗の
植替えは、公民館職員にお願いをした。散水時間は、蚊が出没し、当番の方には苦労をかけ
ました。

　22日は公民館周りの植木の剪定の手伝い。９月27日には、プランターを民泊家庭へ4基
ずつ配布し、公民館玄関に設置した。

　会長をはじめ、たくさんの方の御協力を得て、美化班の仕事を終えることができました。
感謝いたします。

山口国体を終えて　　　　　調理班長  清木貴美子

　「たちあがれ！東北  がんばろう！日本」を合言葉とした48年ぶりの山口国体。とよい民泊
協力会も各班において、準備が進められました。私たち、調理班27名。衛生研修会、調理
班指導者研修、班長会議と研修を重ね、調理実習も全員と各班に分かれ、何度も行いまし
た。総務班や民泊家庭の方たちにも試食していただいて、味の確認をし、本番に備えまし
た。調理班は特に衛生を第一に「食中毒を出してはいけない。」、「大変だ。」、「面倒だ。」と
いいながらもその都度話し合いました。調理班は朝早くから夜遅くまで、本当に大変だった
と思いますが、選手の顔を見たら、大変さも楽しみながら、食事を作ることができました。
  
　選手から「毎日おいしい食事をありがとうございました。」と言っていただいたときは、
大変だったけど何事も無く終わらせることができたと、ホッとしました。
　調理班の皆様ありがとうございました。

おいでませ！山口国体　　　　　歓迎班長   藤田幹雄

 山口国体において、下松市のどこの民泊協力会の皆様も迎え入れる他県からの選手団を心
から歓迎し、応援し、送り出されたことと思います。私も歓迎班長に任命され、歓送迎会の
司会等にこの町・この地域の方言丸出しで務めさせていただきました。選手団の皆さんも気
を使わず、楽しんでくれたことと思います。

 試合では、勝てると思っておりましたが惜しくも敗れ、われわれの当初の計画より早くお
別れすることとなりました。来年のぎふ国体では、兵庫選手団の更なるご活躍を念願しま
す。

　別れの朝、見送り会で監督から「来年の国体にこられますか?」と聞かれたとき「わから
んねぇ！」と返答したことが後から考えたとき、心残りに思えました。「はい！応援にいっ
ちゃげますよ！」と次回国体ではそう答えます。自分の寿命の都合がありますけど、、、。
　山口国体民泊はいろいろ勉強になりました。ありがとう。
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民泊を受けて　　　　　民泊家庭  近藤  薫

　東京オリンピックの前年、昭和38年、第18回国民体育大会が開催された。15歳のときで
ある。今でもそのときのことは覚えている。このたびは何らかの形で国体に協力・参加でき
ないかと思っていた矢先に民泊家庭の話があった。
 
  どのチームがくるのか、どんな選手が来るのか、直前までいろいろな思いを馳せながら、
ついにその日は来た。

　10月1日に兵庫県チーム女性2名を息子夫婦といっしょに歓迎し、試合に応援に楽しい３
日間だった。

　10月4日の朝の別れは、感傷的になり思わず、、、。今回、民泊家庭を引き受けて本当に
良かったと思う。これこそが本当の国体ではなかろうか。おいでませ山口！！

民泊を受けて　　　　　民泊家庭  武居  悟・しのぶ

　民泊家庭研修会を受講したり、民泊協力会と打合せをするたびにムードがだんだん盛り上
がってきました。
　我が家には大学生の２人の娘さんが来ました。２日目には、娘夫婦、嫁、孫達が来まし
た。孫達は、色紙にサインを書いてもらったり、「試合頑張ってね」と小さい手で、握手し
たりと、選手に甘えていました。

　試合は、我が娘達の大活躍でしたが、惜しくも敗退しました。その日の夜の送別会では、そ
れぞれの民泊家庭と選手が壇上でエピソードを発表するなど、楽しいひと時を過ごしました。

　お別れの朝、自家製のさつま芋、春菊、ワケギ入りの味噌汁で我が家を後にしました。忘
れ物がないかと部屋をのぞいてみると、後片付けがきちんとされていました。礼儀正しい娘
さんたちでした。
　バスに乗る彼女達を見送り、一生懸命手を振ってくれる姿を見て、民泊を引き受けてよ
かったと感謝の気持ちでいっぱいになりました。

　本当にありがとうございました。
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